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江津市定住促進ビジョン －｢都市との共生・対流｣の実現に向けて－ 

 定住促進に向けた取り組み 
 
●施策の体系化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

「住む」を促進する施策 
～定住の促進～ 

 
Ⅰ.農山漁村集落の維持 
[1]空き家を活用した定住と交流の促進 
[2]農地流動化及び農林水産物直売シス
テムの確立 
 ●農地流動化システムの確立 
 ●農林水産物直売システムの確立 
 ●遊休農地の活用 
 
Ⅱ．U・I ターン者の確保のため｢住む｣ 
｢働く｣ ｢暮らしを楽しむ｣ の一体的
な情報提供 
 
Ⅲ.農山漁村や農林水産業を下支えする
人材・担い手の確保 
 
Ⅳ.人材を育て、確保するための「ふる
さと教育」の推進 
 ●初等教育の段階から、地域に誇りを
持てる「ふるさと教育」を推進 
 ●山村留学などの受入れ体制の整備 

「住み続ける」ための施策 
～産業の振興～ 

 
Ⅴ.産業人材の育成と確保 
●産学連携による人材育成 
 
Ⅵ.農林水産業経営の法人化、６次産
業化（高付加価値化） 
●法人化 
 ●農林水産業の高付加価値化 
 ●農商工連携による農林水産物の
競争力強化 
 
Ⅶ.企業立地の促進 
●地域の資源をセールスポイント
とした誘致活動の促進 

 ●協力企業への誘致活動の促進 
 ●企業誘致体制の強化 
 ●誘致対象業種の設定 
 ●企業誘致による産業クラスター
形成の促進 
 ●工場適地の立地環境の向上 
●物流インフラの整備による誘致
ポテンシャルの高揚 
●企業誘致のフォローアップ活動
の充実 

 
基本理念 

｢都市との共生・対流｣

 

基本視点 

くらし 
(コミュニティ) 
ひと 
(人材) 
なりわい 
(産業) 

 

～都市と地方(農山
漁村)の相互補完と
役割分担～ 

Ⅷ.地域産業の活性化 
●地域産業の競争力強化への支援 
 ●地域資源を活かした産業の振興 
 ●創業の促進 
 ●経営の基盤強化への支援 
 ●経営合理化や企業連携（企業合併）、経営の多角化及び
新分野進出を促進 

 ●地域商業の活性化 
 
Ⅸ.観光・交流産業の育成 

●重点施策の考え方 

｢住む(定住)｣を促進し、働き場を

確保して｢住み続ける｣ために、3

年を 1スパンとして集中的に取り

組むべき施策を 9 項目設定し、

2016 年度を目標に推進します。 
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空き家の調査・登録 

中山間地域 

空き家 

賃貸・売買が

可能な 

NPOや集落 
  が管理する 
リース空き家 

空き家  所有者 

空き家 

 

地 

域   

■
空
き
家
及
び
所
有
者
の
紹
介

空き家活用の 
定住促進住宅 

 

江
津
市  

■
賃
貸
・
売
買
等
の
意
向
の
確
認

修繕 

 

宅
建
・
建
設
業
者
等 

 
 
 

■
物
件
の
評
価
・
登
録 

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

 
 

 

■
物
件
の
調
査
・
登
録 

空き家情報 

  システム 

移住・滞在相談と情報提供 

田舎暮し 
●ＵＩターン 
●長･短期滞在

企業活用 
●社宅 
●保養施設 

   

■
定
住
相
談
■
滞
在
支
援 

   

■
移
住
情
報
の
提
供 

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ

 

■
定
住
・
滞
在
相
談 
 

■
Ｈ
Ｐ
の
定
住
コ
ー
ナ
ー 

江
津
市 

   

■
定
住
支
援 

■
雇
用 

 

地
域
住
民
・
市
内
企
業 

 
■
空
き
家
や
ア
パ
ー
ト
紹
介 

 

宅
建
・
建
設
業
者
等

― 移住・交流促進協議会 ― 
空き家地図情報管理システム 

情報共有による移住・交流支援 

 移住 
希望者 

滞在 
希望者 

 

 【各組織の主な役割】 
江津市 ： 所有者との交渉 
 
N P O ： 移住希望者等への空き家
      情報の提供 
  ＊地域活性化のための空き家情報
  提供等推奨事業（特区⇒全国）
 
宅建・建設業者等：空き家の売買・
   賃貸契約の締結（＊空き家の修繕）

 
●賃貸・売買の契約 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空き家の契約 

空き家 

所有者 

 ＊空き家の修繕 

空き家 

希望者

  宅建・建設業者等 （←ＮＰＯ）

重点施策Ⅰ 農山漁村集落の維持 
[１]空き家を活用した定住と交流の促進 

 空き家を地域資源と位置づけ、都市からの移住や滞在等に活用します。 
 
・産・民・官の連携による空き家活用の推進 

・空き家地図情報管理システムを構築し、本市の住居情報を集積・管理し、WEB 情報として配信 

・空き家活用マニュアルを作成し、空き家の利用及び登録を促進 

・空き家の活用促進にかかる意識啓発 

・空き家を活用した定住促進住宅の整備 
◆図表-産民官の連携による推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[２]農地流動化及び農林水産物直売システムの確立 

 農地の流動化システムにより農業の担い手へ農地を集積し、生産性の高い農業を展開するとともに農地
の遊休化を防止します。  
■農地流動化システムの確立 

・｢農地・水・環境保全向上対策｣及び｢中山間地 

域等直接支払制度｣による集落協定の締結 

・江津市担い手育成総合支援協議会による担い 

手支援 

・特定法人貸し付け事業の活用 
 
■農林水産物直売システムの確立 

・農林水産物直売施設の整備 

・農林水産物集荷システムの確立 
 
■遊休農地の活用 

・遊休農地の復元 ・家畜(牛など)の放牧 

・新規就農者への貸付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊農用地区域内農地 
農地・水・環境保全向上

対策協定区域内農地 

中山間地域直接支払制度 

協定区域内農地 

（集積支援）

（集積支援） 

集落営農組織 

認定農業者 

特定法人 

担い手支援協議会 

・農林商工課（事務局）

・農業委員会 

・島根県 

・ＪＡ 

＊市内の担い手へ斡旋 

（集積支援） 

(1)協定組織等による共

同管理 
・農林水産物直売施設及

び加工場等の活用 

(2)限界集落の農用地の

保全 
・協定集落からの営農連

携による限界集落支援

（①②もできない場合）（①ができない場合） 

① 

② ③ 

①②③の優先順位 

集落内の 

規模拡大農家への斡旋 

集落協定 地域活動組織 

遊休農地発生 

農業委員会

現地調査 

＊農用地区域内農地…農地と
して守らなければならない区域

（農振農用地区域の指定が必要）

◆図表-農地流動化システムの構築イメージ 

生産者 

江津市 直売所 

支援 

（生産・集荷）

支援（開業）

地域貢献（地産地消・給食） 

利益（現金）
意欲（生きがい）

 
商品 
手数料 

営農指導 県普及部

ＪＡ 
ＪＡ 

◆図表-直売所における支援・連携システム 

栽培 出荷 経営生産 流通 販売 

●担い手確保と生産量の増大

●栽培・加工技術の修得

●学校給食への食材提供 

●地産地消の実践

●集荷システムの体系化 

●集荷拠点の確保 

■事業・有利資金活用

■栽培技術研修

■集荷システム試行

■各地拠点指定 

■運営体制整備 

■試験的営業 

課
題 

ス
テ
ー
ジ 

支
援 

★安全安心の食材提供

★食育の推進

★江津市のＰＲ

★地産地消の拠点

◆図表-農産物直売システム確立の概要 
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①人材の確保(技術者、経営責任者)
②生産及び加工技術の確立 
③高付加価値型の事業展開 

法人経営の確立 農林水産業（法人）

・技術者 
・マネージメント 
・経理 

採用 募集 

積極的な 
人材確保支援

重点施策Ⅱ U・I ターン者の確保のため｢住む｣｢働く｣｢暮らしを楽しむ｣の一体的な情報提供 
 
｢住むところの住宅情報｣｢働くところの雇用情報｣｢田舎暮らしを楽しむための情報｣を一体的に提供し、移
住の動機づけを高めます。 
 
・空き家の賃貸・売買情報、公・民営住宅や分譲地の紹介、長期や短期などの一時的な滞在に活用できる空き家や

施設など、多様な選択肢のある住宅情報を提供(空き家地図情報管理システム) 

・市内及び都市部の定住相談窓口の設置 

・｢住むところ｣｢働くところ｣｢田舎暮しを楽しむ｣の一体的な情報提供 

・企業等との連携を図りながら、求人企業にかかる情報を提供 

・NPO 法人や地域住民、企業が実施する田舎暮らし体験ツアーなどの活動支援 

・高速通信環境(光ケーブル)の整備による定住環境の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点施策Ⅲ 農山漁村や農林水産業を下支えする人材・担い手の確保 
 
 農林水産業への就業を希望する者への効果的な情報発信と、居住できる空き家などの情報を附帯して提供
する仕組みを確立し、人材を誘致します。  
・生産管理などマネージメント技術を備えた人材(団塊の

世代等)や農林水産業への就業を志す若者など、都市部

の人材を誘致するための情報発信や人材確保支援 

・農業の担い手支援 

・農林水産業の法人化の推進と人材確保支援 

・(財)ふるさと島根定住財団の産業体験事業受入者の拡大 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点施策Ⅳ 人材を育て、確保するための「ふるさと教育」の推進 
 
 ｢ふるさと教育｣を推進し、地域への誇りや愛着を育てるとともに、地域の企業を知る機会やインターンシ
ップなどの充実を図り、地域での就業志向を高めていきます。 
 
■初等教育の段階から、地域に誇りを持てる「ふるさと教育」を推進 

・［小学校］身近な「働く」に関心を持つ、伝統工芸や特産品など江津のよさを知る、自

然に触れる 

・［中学校］文化・歴史・産業を知る、仕事を体験し仕事を理解する、モノづくりの楽しさ

を知る 

・［高等学校］職場体験の実施日数の拡大と充実、地元の社会人等による職業講話、イン

ターンシップ等による地元企業の理解促進と定住意識の啓発 

■山村留学などの受入れ体制の整備 

・本市の伝統芸能、文化、歴史や農業体験などを活かし、都市部の子供たちの山村留学

等を受け入れる体制づくりを推進 

 

空き家・アパート

などの住居情報 
企業の求人情報 

田舎暮しを 

楽しむ情報 

定住条件情報の一元化 

暮らしを楽しむ 働く 住む 

空き家情報システム 

企業求人一覧（市HP） 定住相談窓口 

定住条件情報の発信 

空き家活用

マニュアル

◆図表-定住情報の提供イメージ ◆図表-定住(支援)の流れ 

 
 

江津市担い手育成総合支援協議会
（構成員） 
江津市、江津市農業委員会、JA いわみ
中央、JA 島根おおち、島根県西部農林
振興センター 

支援 

（対象者） 
新規就農者、認定農業者、農業生産法人、特定法人（参入企業）、集落営農組織 

国 

（支援内容） 
①農地の斡旋・集積 
②農業経営の安定化 
③融資・助成事業等の支援 
④人材育成・確保の支援 
⑤担い手の育成・確保 

支援 

（支援内容） 
品目横断的政策の導入 

①品目横断的経営安定支援 

(米、麦、大豆) 

②米の新たな需給調整支援 

③農地・水・環境保全型農業の支援 

◆図表-担い手支援の流れ 

◆図表-農林水産業の法人化の推進と人材確保支援の流れ 
◆図表-産業体験事業の流れ 

承認・ 
助成の交付 
 

―制度のねらい― 

●農林水産業の担い手確保

●Iターン者の就業支援
●定住促進 

希望 

受け入れ 

（財）ふるさと島根定住財団

産業体験制度受入者 
(農林水産業等) 

・体験希望者の研修・雇用等
（助成期間：3ヶ月～1年間）

申請 

農林水産業へ就業 

定住・継続就業 
効
果 

農林水産業への 
就業希望者 

(都市生活者、若者等)

小学校 

・江津市を知る 

・身近な｢働く｣を知る 

中学校 

・江津の文化・歴史・産

業を知る 

ふるさとを知り、
誇りと愛着を育む

高等学校 

・地元の企業を知る 

・インターンシップの充実

地元での定住・就業
意識を育む 

◆図表-推進イメージ 

江
津
市
へ
定
住
（
若
し
く
は
二
地
域
居
住
） 

情報提供 

住
居
情
報
・
雇
用
情
報
を 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
信 
相談窓口 
（江津市） 

相談窓口 
（都市部） 

産業体験等に

よる就業・研

修・滞在 
(3ヶ月～1年)

・空き家等の 
賃貸 
・公営住宅等 

産業体験制度

終了後、企業

へ就職 

求人企業情報 
の入手 

農林水産業や

商工業への 
就業が決定 

空き家等の住居

情報の入手 
生活環境等の 
 暮らしの情報

農林水産業等

の雇用情報 

空き家等の 
住居決定 

農地活用システ

ムによる遊休農

地の斡旋等 

生
活
環
境
等
の 

暮
ら
し
の
情
報 

 
空き家情報 
の入手 

希望者 
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産業人材育成コーディネーター 
 
(仮称)江津市産業活性化協議会と連携
し、事業を推進します。 
 
・ニーズに対応した地域企業向けの人材
育成手法検討  
・ポリテクカレッジ島根と高校等及び企
業との連携手法検討  
・新規卒業生の地元就職促進に繋がる手
法検討 等 
 
［(財)島根県石央地域地場 

産業振興センター］ 

 

江津工業高校 

ふるさと教育・ 

キャリア教育の推進

企業 

企業ニーズに対応

したキャリア形成

石央地域の産業振興を促進する拠点施設

｢(財)島根県石央地域地場産業振興センタ

ー｣に、｢産業人材育成コーディネーター｣を

配置し、地域企業が必要とする人材と学校が
育成する人材のスキルをマッチングします。

ポリテクカレッジ島根 

・現場マネジメント 

・人材の育成 

仮称：江津市産業活性化協議会 

ポリテクカレッジ島根 江津工業高校 企業 

江津商工会議所 桜江町商工会 

（江津市定住推進会議） 
江津市、島根県石央地域地場産業振興センター
産業人材育成コーディネーター 

江津工業高校 OB 会(江工会)、出身者会 

オブザーバー 
経済産業省 

島根県 
しまね産業振興財団

重点施策Ⅴ 産業人材の育成と確保 
 
産・民・学・官連携により、本市の生産・
経済活動を支え、地域を支える産業人材の育
成や確保に向けた取り組みを進めます。 
 
■産学連携による人材育成 

・産・民・学・官の推進体制の設置 

・産業人材育成コーディネーターの設置による 

産学連携の促進 

・高校等と中小企業の連携による産業人材育成 

事業の推進 

・求人企業と求職者のマッチング(江津市求人企

業合同説明会、定住相談、江津市ホームペー

ジを活用した求人企業情報の発信) 

・高校生向け企業ガイダンスの開催 

・経営や工程管理などのマネージメントスキル

を備えた団塊の世代など、都市部の人材を誘

致するための情報発信や人材確保支援 
 
 
 

重点施策Ⅵ 農林水産業経営の法人化、６次産業化（高付加価値化） 
 
 生産から加工、流通までの 6次産業化や有機農業を推進するとともに、農林水産業経営の法人化を支援し、
促進します。また、支援制度などを有効に活用し、農林水産業の高付加価値化を促進します。 
 
■法人化 

・農業生産法人の設立支援    ・農外企業の参入支援 

・林業及び水産業の法人化支援 

■農林水産業の高付加価値化 

・生産(第 1次)・加工(第 2次)・販売(第 3次)による 6次産業化の促進 

・有機農業・有機食品の推進 

■農商工連携による農林水産物の競争力強化 

・生産・加工・流通の産業連携の促進  ・産業クラスターの形成支援   
重点施策Ⅶ 企業立地の促進 
 
 県との連携を強化するとともに、企業誘致を推進するための体制を整備し、より効果的な誘致活動を展開します。 
 
■地域の資源をセールスポイントとした誘致活動の促進 

・産業人材育成にかかる教育環境と、産業人材育成プログラムをセールスポイントとした誘致活動の展開 

・豊富な工業用水の提供が可能なことを背景に、生産工程に水資源を必要とする業種・業態への誘致活動を展開 

■協力企業への誘致活動の促進 

・協力企業への誘致活動や誘致企業と県内企業とのマッチング(技術分野及び人材分野)等を充実、強化 

■企業誘致体制の強化 

・情報提供、許認可等の手続き、人材確保及び地元調整などが一つの窓口で行えるワンストップサービス体制の強化 

・迅速かつ的確な情報収集を可能とするための外部人材の配置 

■誘致対象業種の設定 
・生産技術力、製品分野の成長性、本市の

施策との関連性等を基準とした産業の集

積(機械金属関連産業、食品関連産業、特認業種) 

■企業誘致による産業クラスター形成の促進 

・市内産業の高度化や活性化などに波及効

果の高い企業の誘致を進め、産業クラス

ターの形成と地域における雇用の創出を

含む付加価値化を促進 

■工場適地の立地環境の向上 

・江津工業団地における高速通信環境(光ケ

ーブル)の整備を促進する等、新たな設備投資につながる立地環境を向上 

・遊休施設を貸工場(事務所)化する仕組みづくり 

■物流インフラの整備による誘致ポテンシャルの高揚 

・誘致ポテンシャルの高揚に繋がる山陰自動車道等の物流インフラの整備 

■企業誘致のフォローアップ活動の充実 
・誘致した企業に対して企業訪問を徹底し、本社との関係･人脈を強化することにより、相談への的確な対応や業

容拡大への提案活動を充実 

◆図表-農林水産業の 6次産業化の流れ 

 

 
 
■しまね地域産業活性化協議会 
 
企業立地促進サポートチーム(仮称) 
※企業立地促進のための全県組織 

 
企業立地促進法に基づく 

「島根県の企業立地促進基本計画」 

【江津市ワンストップ窓口】

・情報提供 ・許認可等の手続き

・人材の確保 ・地元との調整 

（企業立地の優遇措置） 

◎江津工業団地企業立地促進補助金 

・土地取得補助金・環境保全補助金 

◎江津市工場立地促進奨励金 

（固定資産税相当額３年間） 

◎島根県企業立地促進助成金 

◎島根県工業用水道料金補助金 

江
津
市 

●江津市派遣職員 
■島根県商工労働部 
企業立地課 

■島根県商工労働部  
産業振興課(江津市駐在) 

■しまね産業振興財団 

●江津市市長公室 
企業誘致担当調整監 
■企業誘致アドバイザー 
●江津市建設経済部 
農林商工課 担当 
■産業人材育成コーディ 
ネーター  

情
報
の
共
有
化
・
役
割
分
担(

迅
速
な
対
応)

◆図表-企業誘致促進のための体制(ワンストップ支援、フォローアップ) 

◆図表-産業人材 

コーディネート事業の流れ 

生産（１次） 

 農林水産物の生産 

加工（２次） 

 農林水産物の加工 

流通（３次） 

 農林水産物の加工品 

の販売・流通 

収
益
・
販
路
の
ス
ケ
ー
ル
拡
大 

付加価値の向上・消費者ニーズの反映

観光産業への展開 
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重点施策Ⅷ 地域産業の活性化 
 
 産・民・学・官の連携を強化し、企業の目線に立った施策を推進するとともに、外貨獲得型産業の製造業
の振興に併せ、内需産業である商業の活性化を図ります。また、企業の経営革新や新規分野への進出支援、
農林水産物の競争力強化と新たな産業集積や展開を促進します。 
 
■地域産業の競争力強化への支援 

・将来の産業界を担うスペシャリストの育成事業等の活用 

・企業間連携を促す技術交流研究会の開催 

■地域資源を活かした産業の振興 

・中小企業地域資源活用プログラム施策の活用 

・地域資源産業活性化基金による支援制度の活用 

・｢農商工連携｣促進等による地域活性化のための支援制度の活用 

■創業の促進 

・起業＆企業家交流サロンの開催 

・戦略的人材派遣による技術移転の促進 

・出身者会等の人的ネットワークの活用 

・新分野進出の促進 

■経営の基盤強化への支援 

・商工団体を通じた市内企業に対する経営相談及び指導 

・企業ニーズに沿った融資制度の運営 

■経営合理化や企業連携(企業合併)、経営の多角化及び 

新分野進出を促進 

＜主として建設産業対策＞ 

・関係機関が連携し、経営合理化や企業合併等をテーマとし

たセミナーを実施 

・経営の多角化や新分野進出を検討する建設業者に対する

アドバイザー派遣制度を活用(県制度) 

■地域商業の活性化 
・地域資源や観光事業と連携したイベントの開催、店舗

の個性化等を支援 

・商業団体の育成や商工会議所・商工会等の組織強化を

進めるとともに、インターネット等情報技術の活用等

による商店経営の合理化や近代化の促進 
 

重点施策Ⅸ 観光・交流産業の育成 
 
 観光資源の充実とネットワーク化を図り、｢交流｣｢滞在｣｢定住｣というそれぞれのステップに特色と魅力を
持たせる取り組みを推進します。 
 
・本市出身者や市人会などとの連携により観光交流や定住等を促進 

・農林水産業体験、伝統工芸体験や工場見学などによる産業観光の育成 

・世界遺産｢石見銀山｣や島根海洋館｢アクアス｣と市内観光地を結ぶ観光

ルートの設定 

・観光施設や地域資源をつなぐ市内周遊ルート(新・ぐるっと人麻呂！ 

江津物語)づくり 

・有福温泉等の観光資源の高付加価値化と情報発信による観光・交流人 

口の拡大 

・有福温泉の泉源開発及び観光基盤整備の推進 

・観光情報発信機能を備えた道の駅の整備 
 

 ビジョン推進に向けて 
 
 重点施策を推進するための体制を整備し

ます。 
 
 
 

◆図表-都市部企業との連携による新分野進出イメージ 

◆図表-起業＆企業家交流サロンの開催イメージ 

◆図表-｢中小企業地域資源活用プログラム｣の活用イメージ 

観光人口の拡大 

（観光地の高付加価値化、伝統工芸や工場見学などの観光資源化） 

交流人口の拡大 

（自然体験交流事業、田舎暮しツアーなど） 

滞在人口の拡大 

（産業体験、空き家活用など） 

定住 

「来て」

「知って」 

「暮らしてみる」 

「定住する」 

「観て」

◆図表-観光・交流促進による｢江津市定住ピラミッド｣ 

 
（財）島根県石央地域地場産業振興センター
● 産業人材育成コーディネーター 

起業＆企業家交流サロン 

・情報共有・交換
・先進地視察 
・研修会 など 

企業経営者 
市人会 
江工会等 

島根県 
新産業創造ブレイン 

島根県産業創出 
プロデューサー 

 
中国経済産業局

江津市での 
創業希望者 

新事業参入等を 
目指す若手経営者

起業や創業を目指す者 

UI ターン(希望)者 
女性起業家 
ネットワーク 

(サポート)中国経済産業局、中小企業基盤整備機構中国支部、島根県商工会連合会、島根県、

しまね産業振興財団、江津市、江津商工会議所、（財）島根県石央地域地場産業振

興センター  

（目標） 
★ビジネスプラン作成 
★新商品・新サービスの開発 
★販路開拓 
★農商工連携（地域産業連携）

による商品・産品の高付加

価値化 

（どうするか） 
（どうやって） 

江津市の地域資源

・農林水産物 
・伝統工芸品 
・産地技術 
・観光地 など 

地域資源活用プログラムのメニュー 
■全国展開プロジェクト 
■地域資源活用販路開拓等支援事業 
■コーディネート活動等支援事業 
■地域資源活用型研究開発事業 
        などの制度活用 

（何を） 

 
 

企 業

育成

（連携先の企業） 
     

工 場 

人 材 

技術・人材 

（江津市の企業）

(支援機関) 
  
・支援制度  ・融資制度 ・人的支援 ・情報提供 
経済産業省 島根県 江津市金融機関 

地場企業

江津市定住推進会議 

江津市産業活性化協議会 江津市移住・交流促進協議会 

 

 

(財)地場産業振興センター 
 

・産業人材育成 
 コーディネーター 

 

 

江津市 
 

農林商工課 
企画財政課 
市長公室 

NPO 法人結まーるプラス 
（財）島根県建築士会江津支部

島根県宅建業協会 

協力・支援 協力・支援 
企業、島根県立大学、ポリテクカレッジ島根、
江津工業高校、中学校、小学校、金融機関、
江津商工会議所、桜江町商工会、島根県、(財)
しまね産業振興財団 

島根大学、田園生活研究所(株)ふるさとネッ
ト、NPO 法人日本民家再生リサイクル協会、島
根県、(財)ふるさと島根定住財団 


